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炭酸ガス変動計の試作とその野外テス トの
結 果 に つ い て



















1. 測 定 原 理 と 測 定器
















外光源 1の緬射は反射鏡によって 測定光栗 Jmと




帯域透過 フィルター4b上 に 集光され,炭酸ガ
























10mm) 3)憤流41- 3 -
4a)狭帯域通過フィルター(4.3J▲m)
4b)狭相成透過フィルター(3.gym)
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鵬 那 測 ㌃ 京 .･. 幣 幣
脱 酸 ガ ス C 炭酸ガス変動計 65~115
風速鉛-Lr(成分 W 超音波風速計 90
とった･ この値は草丈の0･63倍 風速水平成分 u 熱 線 風 速 計 90
に当る. 乾 球 温 皮 Td C-C熱竜神(0･1mm少) 90




(YHP2100A)の制御のもとに 12_5Hzの制令で A/D変換された. -glJf.tは帆Iuとして
10分間のディジクルデータ7,560個を使って行なった｡





















は C と Twとの 閲
には昼間のときと同
様にかなり大きな負
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ワースペ ク トル は





の伝達関数と同じ形で表わされ, 炭酸)'ス変動計の入力信号 Vlと出力信号 Voの振幅比
は次式で与えられる.














第6回は炭恨ガスの′くワ-スペク トルを同時に inl足した 他の要累の/{ワースベクトル
と比較したものである,炭酸ガスの /くワースベクトルは測定器の時走敬と測定光路長の





CとWのコスペク トルを /<ワースベク トルと同じ期馳 こ対して井出し,その結果を舞
7抑こ示した･超音波風速計と炭酸ガス変動計を机もあわせたフラックス測定系の周波数














計の測定光路 (50cm)の窄間平均の 彩層は前述の′くワースベク トルのところですでに行
なったように Silverman(1968)の考えに従って 補正することができる. 以上の補正を
行なってえた コスペク トルが第 7図に点線で示 されている.コスペク トルは負の符号を も
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ち炭酸ガスが屋間鉛盾下向きに輪送されていることを示している.補正されたコスペク ト



























第 8回は CとWの夜間におけるコスペク トルの例である. コスペク トノレは 正の符 iL15･-Lr
もち炭酸ガスが夜間には鉛慮上方に輸送されていることを示 している.しか し,夜間のコ





小変群落上て 行なった 炭惚ガス変動計のテス ト観測の結果は つぎのように まとめられ




スペク トル解析 か ら昼間不安定J戊同での炭慨ガスフラックス は 0.001Hzから0.6Hz
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